
宇
城
市
の
男
女
が
共
に
輝
く
地

域
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
１
月
７

日
に
風
の
館
・
塩
屋
（
小
川
町
小

川
）
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
か
る
た
会
・
七

草
粥
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
た
め
の
「
小
川
商
店
街

史
跡
め
ぐ
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
、

小
川
町
商
工
会
の
協
力
に
よ
る

「
宇
城
市
小
川
町
商
店
街
界
隈
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
」
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
旧
小

川
町
文
化
財
保
護
委
員
の
小
田
勝

氏
を
中
心
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
集

委
員
が
「
小
川
町
史
」
の
学
習
会

を
積
み
重
ね
、
50
地
点
を
越
す
史

跡
の
解
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

（
Ａ
４
・
14
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
マ
ッ
プ
は
史
跡
の
写

真
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
歴
史
探
訪

コ
ー
ス
と
、
商
工
会
会
員
有
志
の

イ
ラ
ス
ト
が
両
面
フ
ル
カ
ラ
ー
で

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
楽
し
く
小
川

町
散
策
が
で
き
る
よ
う
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
マ
ッ
プ
は
本
庁
総
務
部
人
権
啓

発
課
、
小
川
支
所
、
風
の
館
・
塩

屋
な
ど
で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
）

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
マ
ッ
プ

が
完
成
し
た
た
め
、
ガ
イ
ド
登
録

者
の
実
地
研
修
を
兼
ね
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
小
川
小
学

校
の
児
童
を
は
じ
め
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
川
商
店
街
近
郊
の
史
跡
を
ガ

イ
ド
の
案
内
で
散
策
す
る
中
、
昔

の
海
岸
線
を
想
像
さ
せ
る
「
阿
蘇

神
社
の
船
つ
な
ぎ
の
楠
」
や
点
在

す
る
「
観
音
寺
の
十
六
羅
漢
像
」

で
は
、
厳
し
い
寒
さ
に
も
か
か
わ

ら
ず
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
に
は
カ
ル
タ
会
へ
の
参
加
者

も
加
わ
り
、
七
草
が
ゆ
を
味
わ
い

ま
し
た
。
材
料
の
七
草
は
、
風
の

会
の
ス
タ
ッ
フ
が
近
隣
か
ら
採
っ

て
き
た
も
の
で
、「
せ
り
・
な
ず

な
・
ご
ぎ
ょ
う
・
は
こ
べ
・
ほ
と

け
の
ざ
・
す
ず
な
・
す
ず
し
ろ
」

と
実
物
を
見
な
が
ら
の
説
明
も
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、「
鉄
眼
禅
師
は
三
宝

寺
う
ま
れ
」
な
ど
、
小
川
の
郷
土

史
を
題
材
に
し
た
カ
ル
タ
を
楽
し

み
ま
し
た
。
緋
毛
氈

ひ
も
う
せ
ん

の
上
に
並
べ

ら
れ
た
カ
ル
タ
を
め
が
け
、
一
瞬

を
競
う
白
熱
し
た
カ
ル
タ
会
と
な

り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ガ
イ
ド
さ
ん

の
工
夫
さ
れ
た
話
し
振
り
か
ら
、

小
川
の
史
跡
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
感

じ
た
」「
七
草
が
ゆ
・
カ
ル
タ
会

に
昔
の
正
月
の
光
景
を
思
い
出
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

な
お
当
日
の
様
子
は
、
風
の
会

の
活
動
を
紹
介
す
る
記
録
映
像
の

ひ
と
コ
マ
と
し
て
、
内
閣
府
か
ら

全
国
に
発
信
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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よく、「どのような部落差別があっているのだ
ろうか」という話を聞くことがあります。
部落差別はあってはならないことですが、現

在でも差別につながる身元調査やインターネッ
ト書き込み・落書きなどが起こっています。
「結婚し子どもが生まれます。生まれた喜び

とともに、子どもに部落差別が降り掛かること
を思うと眠れないことがある」と胸の内を語っ
た人がいます。このような不合理を次の世代に
引き継がせないためにも、自身の痛みとして受
けとめ、行動していきましょう。
また、予断（きめつけ）や偏見（偏った見方、

考え方）が日常には数多くあります。私たちは、

日常こういったことに全く無頓着で生活をして
いるのではないでしょうか？
他人のことに値打ちをつけてうわさ話をし、

差別をすることを空気を吸うがごとく受け入れ
てしまっているのではないでしょうか？
行政の研修に自分で参加してみたり、学校の

同和教育に参加することで子どもと一緒に学習
する機会を持ったらどうでしょうか？
同和問題は、あらゆる差別のことも考えさせ

てくれます。身の回りの差別と部落問題はつな
がったり重なったりします。「私には関係ない」
「必要ない」ではありません、身近なところに差
別はあります。そこから見つめ直しましょう。

広報うき 2006・2・1
February
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